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2019年5月31日現在
●組合員数
　………………　24,993名
●出資金
　…………　968,178千円
●1組合員平均
　………………　38,738円

６
月
23
日（
日
）福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
１
９
７
名
の
総
代
参
加
の
も
と
開
か
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
54
回 

通
常
総
代
会

　
　
　
　開
催
さ
れ
る

　《 

今
年
度
の
方
針 

》

①
運
動
を
支
え
る
事
業
の
継
続
的
発
展
を
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

②
人
々
の
助
け
合
い
や
支
え
合
い
を
通
し
て「
つ
な
が
り
」の

中
で
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
、ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
平
和
で
安
心
し
た
社
会
を
つ
く

り
ま
す
。

④
郡
山
医
療
生
協
中
長
期
計
画
を
職
員
・
組
合
員
の
知
恵

と
力
で
つ
く
り
上
げ
ま
す
。

⑤
郡
山
医
療
生
協
の
組
織
を
継
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た

め
に
次
の
目
標
を
達
成
し
ま
す
。

　
・ 

仲
間
ふ
や
し
　
　
　
９
０
０
人

　
・ 

増
資
運
動
　
　
　
　
６
，５
０
０
万
円

　
・ 

班
づ
く
り
　
　
　
　
30
班

　
・ 

機
関
紙
配
付
率
　
　
70
％

郡
山
医
療
生
活
協
同
組
合
　
役
員
一
覧

《 

理

　事 

》

◆ 

坪
井

　正
夫

　
　
　
　（理
事
長
）

◆ 

増
子

　清
子

　
　
　
　（副
理
事
長
）

◆ 

鹿
又

　達
治

　
　
　
　（専
務
理
事
）

◆ 

石
井

　智
子

　
　

◆ 

石
沢

　泰
仲

◆ 

伊
藤

　美
代
子

◆ 

小
島

　新
一

　

◆ 

小
抜

　勝
洋 （
新
）

◆ 

小
野
寺

　ヒ
ロ
子

◆ 

小
山

　順
子 （
新
）

◆ 

加
藤

　富
一

◆ 

加
藤

　
　友

◆ 

菊
谷

　
　朗

◆ 

國
分

　尚
子

◆ 

嶋
崎

　マ
サ
子

◆ 

鈴
木

　正
雄

◆ 

齋
藤

　正
俊

◆ 

三
瓶

　和
夫

◆ 

髙
橋

　健
一

◆ 

武
田

　悦
子

◆ 

千
葉

　慶
一
郎

◆ 

橋
本

　照
子

◆ 

濱
尾

　直
美

◆ 

星
野

　の
り
子

◆ 

宮
﨑

　明
人

◆ 

村
上

　久
枝

◆ 

吉
川

　佳
子

◆ 

吉
田

　よ
し
子

◆ 

渡
辺

　寿
夫

《 

監

　事 

》

◆ 

菅
野

　
　隆

◆ 

國
分

　重
信

◆ 

山
田

　大
作

選ばれるヘルパー
ステーションをめざして

　桑野ヘルパーステーションは毎月学習会を
行っており、ヘルパーの悩みや援助の方法など
勉強と交流を行っています。そのことが登録ヘル
パーの定着につながり、評価されてきています。
　登録ヘルパーは、収入だけが目的ではなく、自
分の働きがいや社会貢献などを目的として働い
ています。

　急
性
期
機
能
を
担
う
病
院
か
ら
在
宅
支
援
病

院
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
方
向
へ
舵
を

切
り
、病
院
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
明
確
に
し
ま

し
た
。一
般
病
棟
21
床
、療
養
病
棟
37
床
、地
域
包

括
ケ
ア
病
床
（
入
院
期
間
60
日
）
62
床
に
病
棟
編

成
し
ま
し
た
。地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
在
宅
や
施

患
者
に
寄
り
添
う
病
院
を
め
ざ
し
て

　
職
員
・
組
合
員
の
共
同

の
力
に
よ
っ
て
２
０
１

８
年
度
は
前
進
の
一
歩

を
踏
み
出
し
、２
０
１
９

年
度
は
希
望
へ
つ
な
げ

る
年
と
な
り
ま
す
。

　
各
事
業
所
の
創
意
あ

る
と
り
く
み
を
紹
介
し

ま
す
。

　郡山医療生協・桑野協立病院を守り発展させるた
め、医療と介護が一緒に活動していくため設置されました。１

年の間に（１）地域のケアマネージャー・地域包括支援センターを
対象にした「くわのカフェ」（２）地域の居宅介護支援事業所・地域包括
支援センター・病院などへの訪問行動（３）職員が介護のことを理解する
ための「介護学習会」など様々な企画と活動が行われました。その結果、地
域の開業医との連携が進み紹介入院が増えたり、介護事業所と地域のケア
マネージャー・地域包括支援センターとの結びつきが広まっています。

医療・介護連携会議の設置

　「介護している家族が気軽にゆっくり話し合える場があるとい
いね」といわれたことがきっかけで「ひなたカフェ」が誕生しまし
た。「コッセ亀田」で毎月開催しています。郡山市のホームページ
にも掲載されていて参加者は毎回増えてきています。お子さんを
連れて参加する人、引きこもりだった高齢者の方など参加者同士
も打ち解け交流も広がっています。
　西部高齢者あんしんセンター（西部地域包括支援センター）と
も相談しながら企画・運営しています。

心やすらぐ「ひなたカフェ」

設
な
ど
で
療
養
中
の
方
が
具
合
が
悪
く
な
っ
た

時
に
受
け
入
れ
る
機
能
を
持
っ
た
病
棟
で
す
。

　「入
院
を
断
ら
な
い
」
を
合
言
葉
に
地
域
の
開

業
医
か
ら
も
積
極
的
に
入
院
を
受
け
入
れ
て
き

ま
し
た
。今
後
も
地
域
密
着
型
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、地
域
の
患
者
に
寄
り
添
う
病
院
を
目

指
し
ま
す
。
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フレイル予防エクササイズ －part4－
簡単エクササイズ 「足指ほぐし」

②手首は動かさず脇を開く感覚で
足の裏側をゆっくりぐーっと伸ばします。

③足の甲側を優しく気持ちよく伸ばし、5秒キープします。

＊足指は30度ほど曲げれば
　十分で、5秒キープ！

①足指の間に手の指を入れ、
卵を握るように優しく握ります。

足の裏側と甲側を伸ばす動作を交互に行い、それぞれ5秒を
15～20往復しても3分ほど！歩く前と帰宅後、寝る前など、
こまめに行った方が効果的！

全身の不調が改善!!

①

② ③

桑野協立病院より

風
疹
に
ご
用
心

〜
無
料
予
防
接
種
対
象
の
方
が
い
ま
す
〜

種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、抗
体
保
有
率
が
他
の
年

代
に
比
べ
て
低
い
た
め
で
す
。対
象
の
方
に
は
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
抗
体
検
査
用
と
予
防
接
種

用
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。こ
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
持
ち
に
な
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
く
だ
さ

い
。桑
野
協
立
病
院
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。（
郡
山

市
外
在
住
の
方
で
も
可
）

　無
症
状
で
も
風
疹
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
社
会
全

体
が
免
疫
を
持
つ
た
め
に
検
査
を
忘
れ
ず
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

桑
野
協
立
病
院

電
話 

０
２
４（
９
３
３
）５
４
２
２
㈹

　
風
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す
。主
な
症
状
は
発
疹
、

発
熱
、リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
で
、稀
に
脳
炎
、血
小

板
減
少
性
紫
斑
病
な
ど
の
合
併
症
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。大
人
が
か
か
る
と
、発
熱
や
発
疹

の
期
間
が
子
供
に
比
べ
て
長
く
、重
症
と
な
り
ま

す
。妊
娠
20
週
頃
ま
で
の
女
性
が
風
疹
に
か
か
る

と
、胎
児
が
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、難
聴
、心
疾

患
、白
内
障
、そ
し
て
精
神
や
身
体
の
発
達
の
遅
れ

等
、障
が
い
を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
４
月
２
日
か
ら
１
９

７
９
年
（
昭
和
54
年
）
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
は
期
間
限
定
で
す
が
、無
料
で
予
防
接
種

で
き
ま
す
。こ
の
年
代
に
生
ま
れ
た
男
性
は
予
防
接

介護保険事業部より

　デイサービスは、介護職
員・看護師がご利用者様の
健康管理を行いながら入
浴・食事・排泄などのお手
伝いをしています。
　また、「認知症予防」のた
めの脳トレや、同年代同士
の交流を通じた「閉じこも
りを防ぐ活動」も行ってい
ます。

祝日も安心!! やさしい介護
デイサービス「なのはな」

デイサービス 「なのはな」
《住所》〒963－0207 郡山市鳴神一丁目63

サービス付高齢者住宅 なのはな
《相談窓口》 024－953－4006

なのはなの目玉
○祝日もご利用できます。
○８時～18時までの時間外利用の
　相談も受け付けています。（別途料金がかかります）

一緒に働く
職員も

大募集中です！

見学・相談も受け付けておりますので、
お気軽にお問い合わせ下さい

年に一度は健康診断を！組合員健診のおすすめ！ ≪問合せ先≫ 健康管理部：024-923-6177 組織部：024-923-6212
桑野協立病院で行う組合員健診は、痛風、塩分摂取量、白血球像など14項目がプラスされています。健診の結果返し説明会（個別説
明、相談等）もおこなっています（支部や班会にて）。また、健診の申込も支部枠がありますので、支部の運営委員にお尋ねください。
《乳がん検診》女性の発症率は12人に１人で、年間約13，000人が死亡しています。最も多いのは４０歳代後半の方です。
　　　　　　桑野協立病院では、マンモグラフィ検査を行っています。早期発見・早期治療で大切な命を守りましょう。

全
日
本
民
医
連
が
被
災
地
訪
問

原
発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
!!

　
桑
野
協
立
病
院
は
全
日
本
民
主
医
療

機
関
連
合
会（
民
医
連
）に
加
盟
し
て
い

ま
す
。原
発
事
故
以
来
、民
医
連
加
盟
の

全
国
の
医
療
機
関
か
ら
物
心
両
面
の
支

援
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
島
県
の
現
状
を
知
り
、現
地

の
い
ま
を
多
く
の
方
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
被
災
地
視
察
・
支
援
連
帯
行
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。第
13
回
目
に
な
る
６

月
７
日
は
、全
国
各
地
か
ら
14
名
の
方
々

が
郡
山
医
療
生
協
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　「
あ
の
日
か
ら
８
年
、福
島
と
と
も
に

生
き
て
」（
七
海
看
護
師
長
）、「
核
害
の
街

に
生
き
る
」（
坪
井
院
長
・
理
事
長
）、避
難

住
民
と
し
て
浪
江
町
津
島
地
区
の
今
野

秀
則
さ
ん
、佐
々
木
茂
さ
ん
の「
津
島
の

現
状
と
た
た
か
い
」（「
ふ
る
さ
と
を
返

せ
」裁
判
中
）の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。懇

談
の
中
で
、「
津
島
の
皆
さ
ん
の
お
話
は
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
で
聞
い

た
」「
原
発

事
故
は
忘

れ
去
ら
れ

よ
う
と
し

て
い
る
が
、

今
日
聞
い

た
こ
と
を

も
っ
と
知

ら
せ
て
い

か
な
い
と

風
化
し
て

し
ま
う
」

な
ど
多
く

の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
に
生
き
る
私
た
ち
は
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
名
の
も
と
に
原
発
事
故
は
な

か
っ
た
か
の
よ
う
な
状
況
に
、あ
ら
た
め

て
原
発
事
故
の
悲
惨
さ
と
恐
ろ
し
さ
・
原

発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
こ
と
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
再
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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事業所利用委員会より

○
通
院
し
て
い
て
い
つ
も
思
う
こ
と
な
の

で
す
が
、携
帯
電
話
を
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
い
な
い
人
が
と
て
も
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。消
音
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、聞
こ
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
方
が
着
信
音
を
大
き
く
し
て
い

て
、場
所
を
考
え
ず
に
大
声
で
話
し
た
り
、

そ
ん
な
方
に
限
っ
て
何
度
も
着
信
が
あ

り
、と
て
も
迷
惑
し
て
い
ま
す
。過
日
、テ

レ
ビ
を
ず
っ
と
見
て
い
る
人
が
い
て
、近

く
の
職
員
に
注
意
を
お
願
い
し
た
の
で
す

が
、忙
し
さ
を
理
由
に
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
方
が
来
院
す
る
病
院
で
す
の

で
、せ
め
て
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
す
る
よ
う
、

周
知
徹
底
す
る
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

虹の箱虹の箱
投書の回答

み
ん
な
の
声

◆
職
員
の
対
応
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。院
内
で
の
携
帯
電
話
等
の
使
用

に
つ
い
て
は
、館
内
テ
レ
ビ
放
送
や
院
内

掲
示
を
通
し
て
再
度
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。ま
た
、桑
野
協
立
病
院
で
の
携
帯
電
話

の
使
用
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

《
携
帯
電
話
の

ご
使
用
に
つ
い
て
》

携
帯
電
話
は
原
則
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

●
医
療
機
器
へ
の
影
響
の
配
慮
と
と
も

に
、他
の
患
者
様
な
ど
へ
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、屋
外
、ま
た
は
患
者
食
堂
以
外
は

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
院
施
設
内
で
は
、指
定
の
場
所
で
は

電
源
を
切
っ
て
下
さ
い
。ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
や
輸
液
ポ
ン
プ
等
を
使
用
し
て
い
る

患
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
携
帯
電
話
に
限
ら
ず
、音
の
出
る
機
器

の
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

社会保障・平和活動委員会より

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
は「
後

世
の
人
々
が
生
き
地
獄
を
体
験
し

な
い
よ
う
に
、生
き
て
い
る
間
に

何
と
し
て
も
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
し
た
い
」と
核
兵
器
の
廃

絶
を
求
め
、ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
被
爆
者
が
２
０
１
６
年
４
月
に

開
始
し
、２
０
１
７
年
に
は
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。現
在
条
約
の
調
印
国
は
70
か

国
、批
准
国
は
23
か
国
に
な
っ
て

い
ま
す
（
２
０
１
９
年
４
月
現
在
）。

し
か
し
、核
兵
器
保
有
国
と
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
条

約
に
サ
イ
ン
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
50
か
国
が
批
准
す
る
と
条
約
は

発
効
し
ま
す
。国
際
署
名
の
最
終

年
に
な
る
２
０
２
０
年
に
向
け
、

さ
ら
に
署
名
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と

は
、条
約
の
批
准
の
後
押
し
、ま

た
、核
保
有
国
と
同
盟
国
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

　「
平
和
で
あ
る
こ
と
」は
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
の
前
提
で

す
。平
和
へ
の
思
い
を
発
信
し
、世

界
の
人
々
と
一
緒
に
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
め
ざ
し
、国
際
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

　「ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」を

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
!!

保健活動委員会より保健活動委員会より

　
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
４
回
講
座
で
開
か

れ
、21
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　〝
自
分
自
身
が
元
気
で
、な

お
か
つ
周
り
の
み
ん
な
も
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
欲
し
い
〞

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
フ
レ
イ
ル
の

概
念
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の

仕
方
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
運

動
、食
事
、お
口
の
健
康
方
法
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
健
康
に

及
ぼ
す
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
フ
レ
イ
ル

予
防
に
つ
い
て
発
信
し
、地
域

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
さ
れ
る

〜
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
は
フ
レ
イ
ル
予
防
か
ら
〜

ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　Cosse亀田で朝取り野菜を利
用して、その野菜でお昼ご飯を
作って食べる会です。汁とご飯を
中心に野菜の美味しい活用の仕
方や、地域の昔のことや自分の生
い立ちなど様々なおしゃべりを
しながら交流できます。

★第３水曜日、10：30～12：00
★参加費：300円

ほっこりつながり亭
　糖尿病予防の学習と調理実習を、管理
栄養士でもある増子清子副理事長を講師
に行いました。一日の摂取カロリー量のこ
とや、「食品交換表」を使用してバランスの
良い食事の大切さを学びました。
　調理実習では、野菜たっぷりの「カジキ
マグロの甘酢あんかけ」と「しらすとかぶの
洋風かき玉汁」を作り美味しく頂きました。

白河支部 ねむの木班

　ボケ防止も兼ね、月２回自分達の都合
の良い日に集まり、楽しく過ごそうと３人
でパッチワークを始めました。近頃では
終活と題し、家にある布を使い切るため
にベッドカバーの様な大きい物に挑戦し
ています。現在は７人になり作品の上手・
下手は関係なくみんなで健康で笑いなが
ら楽しく続けていけたらと思っています。

郡山東支部 新班 「女子会」　班長：伊藤美知子さん

生き生き支部・班活動！

　海老根地区の町内会が主
体となってはじめたいきいき
百歳体操を、今年「海老根百
歳体操班」として登録。月１回
血圧測定を行い医療生協の
情報を伝えています。男性の
参加が多いのも特徴です。

中田支部 新班 「海老根百歳体操班」
班長：橋本弘子さん

　毎年、５月末に健診でお世話になっています。７年前大腸が
んが見つかりました。早期発見で今は元気です。おかげさま
で、健診の有難さに常々感謝しております。これからもよろし
くお願いします。　　　　　　　　　（富久山町 70代　女性）

　前号１ページを拝読して、自分たちは何も悪いことをしてい
ないのに我がふるさとへ帰りたくても、悔しさと生涯忘れる事
の出来ない無念さに私も涙して拝見させて頂きました。体に気
をつけてお互い頑張りましょう。エールをお送り致します。

（郡山市安原町 70代　男性）

読者からの声

　前号紙面１ページを読んで木村先生が言われているように
原発事故を忘れたら東電と安倍政治に負けることになる。あ
の苦しさを時々思い出し合うことが必要ですね。

（三春町 70代　女性）
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フレイル予防エクササイズ －part4－
簡単エクササイズ 「足指ほぐし」

②手首は動かさず脇を開く感覚で
足の裏側をゆっくりぐーっと伸ばします。

③足の甲側を優しく気持ちよく伸ばし、5秒キープします。

＊足指は30度ほど曲げれば
　十分で、5秒キープ！

①足指の間に手の指を入れ、
卵を握るように優しく握ります。

足の裏側と甲側を伸ばす動作を交互に行い、それぞれ5秒を
15～20往復しても3分ほど！歩く前と帰宅後、寝る前など、
こまめに行った方が効果的！

全身の不調が改善!!

①

② ③

桑野協立病院より

風
疹
に
ご
用
心

〜
無
料
予
防
接
種
対
象
の
方
が
い
ま
す
〜

種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、抗
体
保
有
率
が
他
の
年

代
に
比
べ
て
低
い
た
め
で
す
。対
象
の
方
に
は
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
か
ら
抗
体
検
査
用
と
予
防
接
種

用
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。こ
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
お
持
ち
に
な
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
く
だ
さ

い
。桑
野
協
立
病
院
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。（
郡
山

市
外
在
住
の
方
で
も
可
）

　無
症
状
で
も
風
疹
を
う
つ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
社
会
全

体
が
免
疫
を
持
つ
た
め
に
検
査
を
忘
れ
ず
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

桑
野
協
立
病
院

電
話 

０
２
４（
９
３
３
）５
４
２
２
㈹

　
風
疹
が
流
行
し
て
い
ま
す
。主
な
症
状
は
発
疹
、

発
熱
、リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
で
、稀
に
脳
炎
、血
小

板
減
少
性
紫
斑
病
な
ど
の
合
併
症
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。大
人
が
か
か
る
と
、発
熱
や
発
疹

の
期
間
が
子
供
に
比
べ
て
長
く
、重
症
と
な
り
ま

す
。妊
娠
20
週
頃
ま
で
の
女
性
が
風
疹
に
か
か
る

と
、胎
児
が
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、難
聴
、心
疾

患
、白
内
障
、そ
し
て
精
神
や
身
体
の
発
達
の
遅
れ

等
、障
が
い
を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
４
月
２
日
か
ら
１
９

７
９
年
（
昭
和
54
年
）
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性
は
期
間
限
定
で
す
が
、無
料
で
予
防
接
種

で
き
ま
す
。こ
の
年
代
に
生
ま
れ
た
男
性
は
予
防
接

介護保険事業部より

　デイサービスは、介護職
員・看護師がご利用者様の
健康管理を行いながら入
浴・食事・排泄などのお手
伝いをしています。
　また、「認知症予防」のた
めの脳トレや、同年代同士
の交流を通じた「閉じこも
りを防ぐ活動」も行ってい
ます。

祝日も安心!! やさしい介護
デイサービス「なのはな」

デイサービス 「なのはな」
《住所》〒963－0207 郡山市鳴神一丁目63

サービス付高齢者住宅 なのはな
《相談窓口》 024－953－4006

なのはなの目玉
○祝日もご利用できます。
○８時～18時までの時間外利用の
　相談も受け付けています。（別途料金がかかります）

一緒に働く
職員も

大募集中です！

見学・相談も受け付けておりますので、
お気軽にお問い合わせ下さい

年に一度は健康診断を！組合員健診のおすすめ！ ≪問合せ先≫ 健康管理部：024-923-6177 組織部：024-923-6212
桑野協立病院で行う組合員健診は、痛風、塩分摂取量、白血球像など14項目がプラスされています。健診の結果返し説明会（個別説
明、相談等）もおこなっています（支部や班会にて）。また、健診の申込も支部枠がありますので、支部の運営委員にお尋ねください。
《乳がん検診》女性の発症率は12人に１人で、年間約13，000人が死亡しています。最も多いのは４０歳代後半の方です。
　　　　　　桑野協立病院では、マンモグラフィ検査を行っています。早期発見・早期治療で大切な命を守りましょう。

全
日
本
民
医
連
が
被
災
地
訪
問

原
発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
!!

　
桑
野
協
立
病
院
は
全
日
本
民
主
医
療

機
関
連
合
会（
民
医
連
）に
加
盟
し
て
い

ま
す
。原
発
事
故
以
来
、民
医
連
加
盟
の

全
国
の
医
療
機
関
か
ら
物
心
両
面
の
支

援
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
島
県
の
現
状
を
知
り
、現
地

の
い
ま
を
多
く
の
方
た
ち
に
伝
え
よ
う

と
被
災
地
視
察
・
支
援
連
帯
行
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。第
13
回
目
に
な
る
６

月
７
日
は
、全
国
各
地
か
ら
14
名
の
方
々

が
郡
山
医
療
生
協
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　「
あ
の
日
か
ら
８
年
、福
島
と
と
も
に

生
き
て
」（
七
海
看
護
師
長
）、「
核
害
の
街

に
生
き
る
」（
坪
井
院
長
・
理
事
長
）、避
難

住
民
と
し
て
浪
江
町
津
島
地
区
の
今
野

秀
則
さ
ん
、佐
々
木
茂
さ
ん
の「
津
島
の

現
状
と
た
た
か
い
」（「
ふ
る
さ
と
を
返

せ
」裁
判
中
）の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。懇

談
の
中
で
、「
津
島
の
皆
さ
ん
の
お
話
は
、

胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
で
聞
い

た
」「
原
発

事
故
は
忘

れ
去
ら
れ

よ
う
と
し

て
い
る
が
、

今
日
聞
い

た
こ
と
を

も
っ
と
知

ら
せ
て
い

か
な
い
と

風
化
し
て

し
ま
う
」

な
ど
多
く

の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
に
生
き
る
私
た
ち
は
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
名
の
も
と
に
原
発
事
故
は
な

か
っ
た
か
の
よ
う
な
状
況
に
、あ
ら
た
め

て
原
発
事
故
の
悲
惨
さ
と
恐
ろ
し
さ
・
原

発
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
こ
と
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
を
再
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
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事業所利用委員会より

○
通
院
し
て
い
て
い
つ
も
思
う
こ
と
な
の

で
す
が
、携
帯
電
話
を
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
い
な
い
人
が
と
て
も
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。消
音
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、聞
こ
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
方
が
着
信
音
を
大
き
く
し
て
い

て
、場
所
を
考
え
ず
に
大
声
で
話
し
た
り
、

そ
ん
な
方
に
限
っ
て
何
度
も
着
信
が
あ

り
、と
て
も
迷
惑
し
て
い
ま
す
。過
日
、テ

レ
ビ
を
ず
っ
と
見
て
い
る
人
が
い
て
、近

く
の
職
員
に
注
意
を
お
願
い
し
た
の
で
す

が
、忙
し
さ
を
理
由
に
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
方
が
来
院
す
る
病
院
で
す
の

で
、せ
め
て
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
す
る
よ
う
、

周
知
徹
底
す
る
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

虹の箱虹の箱
投書の回答

み
ん
な
の
声

◆
職
員
の
対
応
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。院
内
で
の
携
帯
電
話
等
の
使
用

に
つ
い
て
は
、館
内
テ
レ
ビ
放
送
や
院
内

掲
示
を
通
し
て
再
度
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。ま
た
、桑
野
協
立
病
院
で
の
携
帯
電
話

の
使
用
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

《
携
帯
電
話
の

ご
使
用
に
つ
い
て
》

携
帯
電
話
は
原
則
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

●
医
療
機
器
へ
の
影
響
の
配
慮
と
と
も

に
、他
の
患
者
様
な
ど
へ
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
、屋
外
、ま
た
は
患
者
食
堂
以
外
は

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
院
施
設
内
で
は
、指
定
の
場
所
で
は

電
源
を
切
っ
て
下
さ
い
。ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
や
輸
液
ポ
ン
プ
等
を
使
用
し
て
い
る

患
者
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
十
分

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
携
帯
電
話
に
限
ら
ず
、音
の
出
る
機
器

の
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

社会保障・平和活動委員会より

　
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
は「
後

世
の
人
々
が
生
き
地
獄
を
体
験
し

な
い
よ
う
に
、生
き
て
い
る
間
に

何
と
し
て
も
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
実
現
し
た
い
」と
核
兵
器
の
廃

絶
を
求
め
、ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
被
爆
者
が
２
０
１
６
年
４
月
に

開
始
し
、２
０
１
７
年
に
は
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。現
在
条
約
の
調
印
国
は
70
か

国
、批
准
国
は
23
か
国
に
な
っ
て

い
ま
す
（
２
０
１
９
年
４
月
現
在
）。

し
か
し
、核
兵
器
保
有
国
と
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
条

約
に
サ
イ
ン
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
50
か
国
が
批
准
す
る
と
条
約
は

発
効
し
ま
す
。国
際
署
名
の
最
終

年
に
な
る
２
０
２
０
年
に
向
け
、

さ
ら
に
署
名
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と

は
、条
約
の
批
准
の
後
押
し
、ま

た
、核
保
有
国
と
同
盟
国
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

　「
平
和
で
あ
る
こ
と
」は
私
た
ち

が
生
き
て
い
く
上
で
の
前
提
で

す
。平
和
へ
の
思
い
を
発
信
し
、世

界
の
人
々
と
一
緒
に
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
め
ざ
し
、国
際
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を

　「ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」を

ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
!!

保健活動委員会より保健活動委員会より

　
フ
レ
イ
ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
４
回
講
座
で
開
か

れ
、21
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　〝
自
分
自
身
が
元
気
で
、な

お
か
つ
周
り
の
み
ん
な
も
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
欲
し
い
〞

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
参
加

者
の
皆
さ
ん
が
フ
レ
イ
ル
の

概
念
、フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の

仕
方
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
運

動
、食
事
、お
口
の
健
康
方
法
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
健
康
に

及
ぼ
す
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
フ
レ
イ
ル

予
防
に
つ
い
て
発
信
し
、地
域

フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
さ
れ
る

〜
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
は
フ
レ
イ
ル
予
防
か
ら
〜

ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　Cosse亀田で朝取り野菜を利
用して、その野菜でお昼ご飯を
作って食べる会です。汁とご飯を
中心に野菜の美味しい活用の仕
方や、地域の昔のことや自分の生
い立ちなど様々なおしゃべりを
しながら交流できます。

★第３水曜日、10：30～12：00
★参加費：300円

ほっこりつながり亭
　糖尿病予防の学習と調理実習を、管理
栄養士でもある増子清子副理事長を講師
に行いました。一日の摂取カロリー量のこ
とや、「食品交換表」を使用してバランスの
良い食事の大切さを学びました。
　調理実習では、野菜たっぷりの「カジキ
マグロの甘酢あんかけ」と「しらすとかぶの
洋風かき玉汁」を作り美味しく頂きました。

白河支部 ねむの木班

　ボケ防止も兼ね、月２回自分達の都合
の良い日に集まり、楽しく過ごそうと３人
でパッチワークを始めました。近頃では
終活と題し、家にある布を使い切るため
にベッドカバーの様な大きい物に挑戦し
ています。現在は７人になり作品の上手・
下手は関係なくみんなで健康で笑いなが
ら楽しく続けていけたらと思っています。

郡山東支部 新班 「女子会」　班長：伊藤美知子さん

生き生き支部・班活動！

　海老根地区の町内会が主
体となってはじめたいきいき
百歳体操を、今年「海老根百
歳体操班」として登録。月１回
血圧測定を行い医療生協の
情報を伝えています。男性の
参加が多いのも特徴です。

中田支部 新班 「海老根百歳体操班」
班長：橋本弘子さん

　毎年、５月末に健診でお世話になっています。７年前大腸が
んが見つかりました。早期発見で今は元気です。おかげさま
で、健診の有難さに常々感謝しております。これからもよろし
くお願いします。　　　　　　　　　（富久山町 70代　女性）

　前号１ページを拝読して、自分たちは何も悪いことをしてい
ないのに我がふるさとへ帰りたくても、悔しさと生涯忘れる事
の出来ない無念さに私も涙して拝見させて頂きました。体に気
をつけてお互い頑張りましょう。エールをお送り致します。

（郡山市安原町 70代　男性）

読者からの声

　前号紙面１ページを読んで木村先生が言われているように
原発事故を忘れたら東電と安倍政治に負けることになる。あ
の苦しさを時々思い出し合うことが必要ですね。

（三春町 70代　女性）



機関紙「みんなの健康」配付協力者を募集しています！
「みんなの健康」は組合員の皆さんの協力で手配りされています。
現在、配付されていない地域もあるため協力者を募集しております。

《連絡先》 電話 ０２４－９２３－６２１２（組織部）

2019年　夏　号 （4）

　
相
楽
さ
ん
の
名
刺
に
刻
ま
れ
た
思

い
。「
環(

わ)

い
く
」と
あ
り
ま
す
。

「
環
」＝
人
の
輪
、自
然
循
環…
。「
い

く
」＝
生
き
生
き
と
し
て
活
か
す
。22

年
前
に
会
社
員
か
ら
自
営
業
と
な
っ

て
、建
築
施
工
管
理
技
士
〜
リ
バ
ー

マ
ス
タ
ー
〜
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〜

ビ
オ
ト
ー
プ
〜
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜
放

射
線
取
扱
主
任
者
な
ど
、人
と
の
出

会
い
か
ら
様
々
な
技
術
に
挑
戦
し
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
周
り
に
推
さ
れ

て
し
ま
っ
て（
笑
）」環
境
系
の
複
数

の
団
体
で
理
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、専
門
学
校
の
講
師（
環
境

工
学
）や
里
山
ビ
オ
ト
ー
プ
に
関
わ

り
、若
い
人
た
ち
と
の
活
動
へ
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。自
然

と
え
ね
る
ぎ
ー
研
究
所「
環
い
く
」を

立
ち
上
げ
た
こ
だ
わ
り
は【
循
環
】

と
い
う
こ
と
で
す
。個
人
的
に
は
エ
コ

ノ
ミ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
よ
ど
み（
お

金
と
ご
み
が
偏
る
）な
く
循
環
し
て

い
く【
持
続
可
能
な
社
会
】を
強
く

意
識
し
て
い
る
と
の
こ
と
。み
ん
な

（
人
も
生
き
物
も
）が
幸
せ
に
な
る
と

の
思
い
か
ら
で
す
。

※

　※

　※

　※
　「
22
年
前
ま
で
、日
々
建
物（
人
工

物
）を
つ
く
る
こ
と
に
専
念
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
中
で
、自
然
な
形
で
太

陽
熱
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、環
境
に
広

く
か
か
わ
り
た
い
と
退
社
し
ま
し

た
。そ
こ
で【
東
日
本
水
回
廊
】と
い

う
北
上
川
か
ら
江
戸
湾
ま
で
の
江

戸
時
代
の
舟
運
調
査
に
参
加
し
、

【
石
巻
の
川
塾
の
新
井
偉
夫
さ
ん
】

と
出
合
い
、全
国
さ
き
が
け
の【
リ

バ
ー
マ
ス
タ
ー
ス
ク
ー
ル
】（
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
川
遊
び
が
で
き
る

場
を
提
供
す
る
活
動
）に
参
加
し
た

と
き
に
、新
井
さ
ん
か
ら〝
あ
な
た
達

は
是
非
地
元
に
戻
っ
た
ら
地
域
に
こ

こ
で
得
た
事
を
活
か
し
て
ほ
し
い
〞

と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、逢
瀬
川
の
河
川
改
修

で
出
会
っ
た【
た
っ
た
一
人
の
ゴ
ミ
退

治
の
撞
井
恒
夫
さ
ん
】が〝
川
は
地

域
を
映
す
鏡
〞と
い
う
人
間
と
し
て

の
魅
力
に
ひ
か
れ
、撞
井
さ
ん
と

入
っ
た
街
中
の
川
は
想
像
以
上
に
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
魅
力
的
で

し
た
。川
に
入
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

み
る
と
ゴ
ミ
の
気
持
ち
、魚
の
気
持

ち
、川
の
神（
千
と
千
尋
の
神
隠
し
に

あ
る
）が
ど
う
思
う
か
今
で
も
そ
の

都
度
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

青
年
会
議
所
の
方
と
カ
ヤ
ッ
ク
で
上

流
か
ら
下
り
ま
し
た
が
、ア
マ
ゾ
ン

川
を
彷
彿
さ
せ
る
自
然
豊
か
さ
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。〝
川
で
自
然
に
触

れ
あ
え
る
活
動
を
し
た
い
〞と
の
こ

と
で【
逢
瀬
川
ふ
れ
あ
い
通
り
】が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。川
の
土
手
を
散

歩
す
る
方
が
増
え
て
、ゴ
ミ
の
量
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。自
然
は
人
と

人
を
繋
い
で
く
れ
ま
す
。自
分
が
で

き
な
く
と
も【
出
会
い
】を
大
切
に
前

向
き
な
誰
か
に
繋
い
で
い
け
ば
、未

来
の
子
ど
も
達
へ
広
が
っ
て
い
く
と

実
感
し
て
い
ま
す
。」

※

　※

　※

　※

　
最
近
で
は【
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
】や【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
】を
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
て
い
る
相
楽
さ
ん
。「
夏
は
よ

し
ず
や
ア
ル
ミ
フ
ィ
ル
ム
で【
遮

熱
】、冬
は
ボ
ト
ル
水
で【
蓄
熱
】を

半
地
下
室
の
あ
る
自
宅
で
測
定
し
な

が
ら
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
し
て
、楽

し
く
季
節
を
感
じ
て
い
ま
す
」と
。

　
相
楽
さ
ん
の
お
話
は
、私
た
ち
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い

で
、も
っ
と
も
っ
と
お
話
し
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。自
分
た
ち

で
で
き
る
省
エ
ネ
や
環
境
問
題
、放

射
線
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、医
療
生

協
の
支
部
学
習
会
や
班
会
に
も「
お

呼
び
い
た
だ
け
れ
ば
、喜
ん
で
お
邪

魔
し
ま
す
よ
」と
気
さ
く
に
、笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

虹をかける

出
会
い
か
ら
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
り

〜
始
ま
り
は
川
〜

相 

楽

　昌 

男
さ
ん （
郡
山
市
菜
根
）

さ
が
ら

　
　
　
　ま
さ
お

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る

相
続
時
の「
特
別
寄
与
料
」

と
は
な
ん
で
す
か
？

例
え
ば
、故
人（
被
相
続

人
）の
生
前
中
、そ
の
相
続

人
に
当
た
る
親
族
が
、被

相
続
人
の
営
む
事
業
を
無
償
で
手

伝
っ
た
り
、被
相
続
人
の
介
護
を
つ

き
っ
き
り
で
行
う
な
ど
し
て
、被
相

続
人
の
財
産
を
増
や
し
た
り
、支
出

を
減
ら
し
た
と
い
え
る
場
合
、そ
の

相
続
人
は「
特
別
な
寄
与
」を
行
っ

た
も
の
と
し
て
、そ
の
寄
与
に
応
じ

た
相
続
分
の
上
乗
せ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
な
上
乗
せ
分
の
こ
と
を「
寄

与
分
」と
い
い
ま
す
。

　
こ
の「
寄
与
分
」は
、基
本
的
に
は

相
続
人
が「
特
別
な
寄
与
」を
行
っ

た
場
合
に
、相
続
人
が
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。し
た
が
っ

て
、例
え
ば
、被
相
続
人
の
長
男
の

妻
が
、夫
が
亡
く
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、夫
の
実
父
で
あ
る
被
相
続

人
の
介
護
を
無
償
で
懸
命
に
行
っ

た
な
ど
、相
続
人
に
当
た
ら
な
い
人

が「
特
別
な
寄
与
」に
当
た
る
よ
う

な
貢
献
を
し
た
と
し
て
も
、そ
の
人

は
相
続
時
に「
寄
与
分
」に
相
当
す

る
対
価
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、相
続
法
の
改
正
に
よ

り
、相
続
人
に
当
た
ら
な
い
親
族
で

あ
っ
て
も「
特
別
な
寄
与
」を
し
た

場
合
に
は
、そ
の
寄
与
に
応
じ
た

「
特
別
寄
与
料
」と
し
て
、相
続
時
に

金
銭
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、２
０
１
９
年
７
月

１
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
被
相
続

人
の
相
続
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

弁
護
士
　
長
谷
川
　
啓

医
療
生
協
の
法
律
相
談

ＱＡ

医
療
生
協
で
は
、無
料
法
律
相
談
を

毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す

（
夕
方
４
時
か
ら
）。ご
希
望
の
方
は

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

組
織
部 

０
２
４（
９
２
３
）６
２
１
２

特
別
寄
与
料
に
つ
い
て

郡山医療生協
事業所の
ご案内

桑 野 協 立 病 院
ア イ メ イ ト く わ の
桑野介護保険センター
グループホームひなたぼっこ
桑野訪問看護ステーション
郡山東介護保険センター
ひまわりの家デイサービスセンター

933-5422
923-6166
923-6165
983-6147
923-6174
943-9401
943-1061

サービス付高齢者住宅「なのはな」
桑野ヘルパーステーション
小規模多機能居宅介護ひなたぼっこ
ふれあいデイサービスセンター
桑の実デイサービスセンター
桑野協立病院通所リハビリテーション
桑野協立病院訪問リハビリテーション

953-4005
923-6226
983-6147
923-6219
923-6219
923-6275
933-5422

※事業所の電話の市外局番はいずれも（024）

材料（４人分）

カジキマグロ ………………………… 小3切れ
新玉ねぎ ……………………………… 中1/4個
人参 ……………………………………… 1/5本
干しシイタケ ……………………………… 1枚
茹でたそらまめ（冷凍も可） ………………適量
小麦粉 ………………………………………適量
油 ……………………………………………少量
水溶き片栗粉 ………………………………適量
だし汁 ………………………………… 100CC

Ⓐ
砂糖 ……… 大さじ1
酢 ………… 大さじ1
酒 ……… 大さじ1/2
しょうゆ…… 大さじ1

　マメ科であるそらまめには、植物性タンパク質が豊富
に含まれています。ビタミンのほかカリウムやマグネシウ
ム、リンなどといったミネラルも多く含まれています。

作 り 方

① 干しシイタケは水で戻し、せん切り。
② カジキマグロに小麦粉を軽くまぶし油を敷
いたフライパンで両面を焼き、皿にとる。

③ フライパンにせん切りにした人参と新玉ね
ぎ、干しシイタケを入れて炒め、火が通った
ら、茹でたそらまめとⒶの調味料を入れる。

④ 軽く混ぜ、水溶き片栗粉でとろみをつける。
⑤ ①のカジキマグロに④の野菜あんをかける。

カジキマグロの甘酢あんかけ
～とりたての初夏の味を楽しむ料理～

おすすめ料理
管理栄養士　増子 清子さん

私の

編
集
後
記

　昨年の総代会で桑野協立病院の財政
が悪化している現状が話されてから一
年。今回の巻頭紙面でも報告されたよう
に、病院を始めとして介護事業所など全
ての職場で多くの職員が大奮闘し、着実
な前進が見られました！地域組合員活動
も新班誕生など活発です！まさに組合員
の底力あり！方針に自信をもって今年も
楽しく頑張りましょう！ （Ｋ）

答　　え

問　　題

祝日も利用できる郡山医療生協の
デイサービスの名前は何でしょう？

デイサービス「○○○○」
○に入るひらがな４文字の答えと、住所・氏名・年齢・電話番号・紙面の感
想・近況(掲載させて頂く場合があります)などを、ハガキに書いてご応
募ください。正解者の中から抽選にて記念品を差し上げます。

締切は、2019年９月３０日の消印有効。

宛 

先
〒963-8034　郡山市島二丁目９－１８
郡山医療生活協同組合　組織部　みんなの健康クイズ係 宛

みんなの健康クイズ


